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文献紹介
海老原治善著『現代日本教育実践史』
鈴 木
1'はじめに
われわれは、誕生とともに自己をとりまく両
親、家、地域社会、国を、自らが選択して生れ
てきていない。そこには、 「人工的周囲世界」
と呼ぶことのできる文化的環境がすでに形成さ
れている。その文化的環境のあり方が、そして
それを受容してゆく過程で、それを受容し易い
ものとして媒介してくれる人々が非常に重要な
働きをしてくれる。ところがそのような人的環
境といっていい人々をまわりに充分なだけ持つ
ことのできない状態におかれてしまって、人間
としての成長の端初において、文化受容の仕方
に習熟できずにしまう子どもたちがおびただし
く発生するようなそのような「人工的周囲世界」
の適・不適の両状態への分裂状態が近世以来ま
すますはげしくなってきている。私的所有を契
機とする労働疎外はますます深化しつつある。
その結果、資本と賃労働との階級関係を無視し
て人間の発達を論ずることは不可能である。保
育の問題、小、中、高、大学という公教育の諸
施設における教育は、この階級関係の中に一定
の役割を果しつつ、それ自体〈人工的周囲世界〉
としての意味をもち、一定の「社会的関係」を
つくりつつ、人間の成長と発達に重大な影響を
与えるのである。教育をすべての人間の基本的
人権、とくにその生存権・社会権との関係で把
え直してみると、 「社会的関係」、政治的経済
的関係において差別を許さないという諸関係の
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改善に意を用いるということが現代社会に住む
〈市民的義務〉であるということがいえるので
ある。この〈市民的義務〉が、公教育の体系の
中ではとかく個人の教師と子ども個人との関係
に矮小化されてしまう。
教師個人の善意というようなものを越えて、
社会的諸関係の総体は、あくまでも支配階級の
政策とそれに反対する住民各階層の運動ーそれ
は反権力闘争として一定の階級的意味をもった
運動であるが一の緊張関係に包摂されるわけで
ある。上からの政策に対して起る運動との関係
の中で、運動の側に立った自覚が明確になって、
はじめて公教育内の教師の教育活動が〈教育実
践〉といえるのではないかという立場がそこに
成立してくるのである。
海老原教授の「現代日本教育実践史」の課題
意識は、次のようなところから出発する。
「ところで、今日の『教育実践』は、いうま
でもなく、時代を超越して真空のなかでおこな
われるのではない。教育は社会現象として存在
しているし、資本制社会の発展的段階における
組織された公教育のなかで展開されている。し
たがって個々の教師と子どもの授業実践そのも
のの内部にたちいる仕方の考察の前に、教育が
社会現象として存在し、公教育として組織され
る教育政策の対象となっていることの意味その
ものを問うことから、次第に『教育実践』の問
題に接近してゆくことが重要になる」（本文p.26)
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「教育といえば、教師と子どもの授業風景をイ
メージするが、資本制社会にあっては、この労
働者階級が普遍的人間的な解放をめざす人間の
本質実現（全面発達）をめざす自己教育の過程
にこそ教育の第一義的意義をまず設定したい。
資本は、こうした労働者階級の要求を前に、エ
場法の規正もあり、生産手段の高度化による搾
取へと転換してゆく（相対的剰余価値搾取の段
階）。これが義務教育制度確立の基盤となる。」
（本文p.30)……「また労働者階級の教育運動
の発展の中で聖職者から、教育労働者としての
教師の階級的自覚化が始まり『教育労働運動』
が登場する。」「……明確な階級的自覚に立つ教
育労働者によって、反権力的な性格をもつ『教
育実践』が初めて登場することになる。科学的
な社会・自然認識、豊かな感性と強健な身体、
自治能力の形成などをめざす教育実践が展開さ
れる。ここで『教育実践』概念の原像が成立す
ることになる。とりわけ、戦争の惨禍を前に、
ヒューマンな平和への希求の実現と、自らの社
会的経済的劣悪化からの解放をめざし、 『教育
労働運動』が帝国主義段階において成立するこ
とになる。エドキンテルンの創立は、この意味
で重要な世界教育史的意義を有する。……明確
な階級的自覚に立つ教育労働者によって、反権
力的性格をもつ『教育実践」がはじめて登場す
ることになる。」（本文p.30~p.31)
著者海老原教授の問題意識は、極めて明確で
ある。 〈教育政策〉と〈教育運動〉の接点に、
〈教育実践〉が成立するとすれば、このような
厳密な〈教育実践〉が現代日本において、どの
ように成立してきたのか、それは極めて重要な
課題である。
2, 内容
著者の〈教育政策〉に関する研究は、すでに
「現代日本教育政策史」正・続二巻が三一書房
から出版されている。この研究を土台にして、
〈教育運動〉の発展を跡づけ、 〈政策〉と〈運
動〉との拮抗の中から〈運動〉にかかわる〈実
践〉の発展過程を明かにしようとしたものが、
本書の内容となっている。この研究の下敷きと
なったものとして、同著者の「民主教育実践史」
('68年、三省堂）と「昭和教育史への証言」('71
年、三省堂）とがある。前者はわがくにの民主
主義をめざした教育の実践の流れをコンパクト
にまとめたものであって、諸潮流が総括されて
いる。後者は、それら諸潮流を陰1ご陽に根元か
ら支え、極めて個性的に教育の世界に生き、教：
育実践に新しい生息を吹き込む役割を荷った生
存者たちの生きざまを対話の形式で引き出した
極めてユニークな証言となっている。
これらの仕事の過程で集められた資料は、厖
大なものになったのであろうが、それを著者の
この〈実践〉概念に照らしつつ、吟味し、その
前向きの姿勢を評価しつつ、百十万字に及ぶ約
3000枚の原稿にまとめ上げたのである。著者は、
その間関西大学で講議するだけではなく、 1970
年に発足した日教組の制度検討委員会の専門委
員、引き続き設置された教育課程検討委員会の
委員の仕事を勢力的にこなし、その上にこの干
ページに及ぶ著書をものにしたその努力は、よ
く常人のなしえることではない。
「本書は、大正・戦前昭和期における民主主
義教育をめざして努力した教師たちの教育実践
の歴史をあとづけたものである」という〈はじ
めに〉の書出しにある通りの内容なのであるが、
大きくは三つの部分から成り立っている。はじ
めに序論があり、次に第1部大正期教育実践
の史的展開、その次に第2部戦前昭和期教育
実践の史的展開となっている。その内容は極め
て豊富でありその細部にわたって紹介し且つ論
-37-
評するということはとても出来るものではない
し、またこの欄にはその余裕もない。これから
今日のわがくにの〈教育実践〉を語るものは、
親（労働者）、教師、学生にかかわらずこの書を
手元において、反省の一助とすることを是非奨
めたいものもある。まだ本書を入手していない
読者のために、その全編に亘る各章の大きな見
出しだけをここに羅列することにしよう。
序論教育実践史研究の分析視角
第I部 大正期教育実践の史的展開
第1章 前期新学校における自然・野外学
習の展開
第2章 教科の生活化と教授法改善の展開
第3章個性尊重・教育実践の科学化
一成城小学校の設立とその実践一
第4章児童解放・自由教育の実践
ー長野・千葉師範附属小学校の教
育実践一
第5章 “地の塩”、人間としての教師の誕
生
第6章芸術自由教育運動の展開
第7章農村公立小学校での自由教育の展
開
第 8章労働と教育の結合、部・クラプ活
動の組織化一都市新学校における新
たな動向一
第9章 貧困からの解放をめざす教育実践
第10章差別からの解放をめざす教育実践
第1I部戦前昭和期教育実践の史的展開
第1章 新興教育運動における反戦平和教
育と自治活動の展開
第2章 学校内外における自治活動の展開
第3章 生活綴方教育運動における生活勉
強ー調べる綴方の実践一
第4章地域に根ざす生活教育運動の展開
第5章 郷土教育運動における郷土化・郷
土学習
第6章 学校外教育論の民主的組織化とそ
の実践
第7章 学校経営実践の深化と地域教育運
動の展開ー「生活学校」運動下の教
育実践一
第8章生産技術と教育の結合
ー技術教育運動の展開の中で一
第9章 カリギュラム改造研究と実践の展
開
第10章国民学校の成立と「綜合授業」の
実践
第11章 「国民教養の最低必要董」の明確
化と教育科学運動
第12章 戦時軍国主義教育の実態と抵抗の
教育実践
3, 読者と著者への若干の要請
この紹介文の筆者である私（鈴木）をもふく
めて、おそらく読者は、 〈教育運動〉の主体形
成の失敗が一一それは権力の強大な力によって
圧殺されてしまうのであるが—結局は、 〈教
育実践〉の稀弱化への道を開き、帝国主義への
吸収と同化への道を歩ませられてしまったとい
うことに気づかれるであろう。著者の序文にお
ける説明にあるように、 「……大正自由教育の
『児童解放』、『個性尊重』の社会的壁となって
いる『差別』と『貧困』の社会的課題の克服に
結びつく教育実践が問われるようになるのであ
る。」（本文p.36)ここにあるこの「社会的壁」
の方から起ってくる労働運動、農民（小作人）
運動、水平運動、 「植民地、朝鮮、台湾の民族
独立運動と結合した教育運動と大正期自由教育
運動を同一線上に揃えて共に民主主義の教育運
ー北方性教育運動を中心として一 動と呼んでしまっていいのだろうかという問題
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意識を更に一段と明確にしてこの大著を読む必
要があるであろう。著者の海老原教授はその点
38ページのところに、 「この点で筆者は、この
教労、新教の運動を『抵抗教育運動』と規定し、
爾余の『民間教育運動』とは区別して位置づけ
たが、教労• 新教をふくめて、官に対する民間
在野という立場で概括し『民間教育運動』と規
定する考え方が一般である。…••• 『教育実践』
の原構造は、まさに教労・新教の実践のなかに
ある。」とことわっている。この規定を私自身
は極めて重要な問題提起として読者とともにう
けとめたいと思うのである。
というように考えれば、大正期自由教育の運
動の主体は、前期教労、新教の運動を支える運
動主体とは大分逮うのであって、成践・成城あ
るいはダルトンプランの導入の思想的基盤や、
戦前昭和期の北方性教育運動と郷土教育運動の
思想的立場の相違は更に厳密に検討され批判さ
れねばならないのではないかと思う。
著者は最後の「結論にかえてー教育実践の今
日的課題ー」において、わがくにが当面する教
育実践の課題を明らかにしているC'(本文p.968~
p. 971)。戦前には萌芽的な形でしか展開しなか
った〈教育労働運動〉がある。日教組がその中
心的役割を荷っているのであるが、この日教組
は総評の一環を荷って労働運動と結合している
が、わがくにの労働者階級は階級的自覚に立っ
た教育運動を充分に展開しているとはいえない
状況にある。戦前のあのきびしさの中で、極め
て明瞭な階級的立場をとった教師集団は、大正
・昭和の天皇制官僚と官憲の手でことごとく弾
圧されてしまった。教師の弾圧を戦前の労働者
市民が手をこまねいてなすがままに放置したの
は何故であったのか。その関係を充分に明らか
にしなければならないであろう。戦後の教育運動
をみても、日教組の教育闘争は敗北の連続であ
り、国民の手に教育をとりもどし、国民のため
の教育をというその目標は充分な成果を収めて
いるとはいえない状況にある。進学競争は極端
な状況にまですすみ、全国に塾が42万を数える
に至り、義務制の学校の約10倍に達したといわ
れている。
いまわれわれは、大正14年 (1925)の3月7
日、衆議院で修正可決された治安維持法の果し
た役割を思い起さざるを得ないような状況が次
第次第に醸成されつつあることを不安の目で見
ざるを得ないところへ来ている。天皇在位50年
の式典はおそらく最大限の効果をねらって演出
されるであろうし、それはおそらくロッキード
事件隠しの一翼を荷わされるであろう。そこで
やはり、わがくにの教育実践を問題にするとき
には、敗戦 (1945年）を契機としてはじまった
戦後の教育の非連続性をむしろ明らかにしなけれ
ばならないのではないかと思うのである。いた
るところで諸学校が「教育百年」を祝い、 「学
校創立00年」の祝賀にとり組んできた。それ
はすでに天皇在位五十年を祝う思想的基盤を形
成してしまっているのである。そんなことを思
いつつ、戦前の教育実践からわれわれが学ぶと
きには常に「否定的媒介」という手続きが厳密
に要求されるのではないかと思うのである。天
皇は少くとも在位30年しかないのである。戦前
の在位を否定する労働者階級の意識を明確にし
てゆく反戦の教育は、やはり今日の〈教育実践〉
の質を決定するのである。基本的人権の思想を
追求する〈教育実践〉の質も、労働者階級の生存
権・社会権と結合して教えられるのでなければ、
その今日的意義を明確にはし得ないであろう。そ
のことを自覚し要求する〈教育運動〉の主体形成こ
そが重要な課題である。その点で最もするどい問題
意識をもって精力的に問題を展開し続けてきた著者
海老原教授への期待がますます高まるのである。
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